
学 年 教科等 単元名 日  時 

第４学年 社会科 ごみっていったい何？～ごみ減量社会をめざして～ 平成 30 年２月２日(金)２校時 

本実践

の 

主張 

本実践は，社会科学習において，資料提示や発問を工夫することにより，本校の研究主題である「各教科の特

質に応じた学びの本質に迫る授業の創造」をめざすものである。 

燃やせるごみの再分別について話し合ったことを基に，ごみ減量とリサイクルとの関係について考えさせるこ

とで，一人一人の意識によってごみの量が変わることを実感させることをねらいとしている。そのために，｢燃

やせるごみの量を減らすことはできないだろうか｣という問いをもたせ，思考ツール「ステップチャート」を利

用してごみの量を減らす取組について考えさせる。燃やせるごみを再分別するとごみ減量につながることを実感

した子どもに，｢ごみを細かく分別しないのはなぜか｣と問うことで，本時のねらいに迫ろうとした実践である。 

「問い」が生まれてくる資料提示の工夫 

 

 

  

 

 

 

 

 

多角的に考察させるための発問の工夫 

するとステップチャートを使って，減らすことは可能か考えてみました。 

 

 

 

 

 

 

するとステップチャート 

  

 

 

 

                                        

 

多角的の考察させるための発問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御意見・御質問はこちら（研究部アドレス） 

miyafuken@cc.miyazaki-u.ac.jp 

え？そんな

に多いの？ 

こんなに多

いと大変だな

あ？ 

布きれを「ぞう

きんにする。」 

すると，「新し

くぞうきんを買

わなくてすむ。」 

すると･･･ 

捨てようと

するもので

も，何かに活

用すれば，よ

いことばかり

のような!？ 

自分にできることを少しでもす

れば，ごみの量は減るし，地球の

環境にもよくなると思います。 

 ノートに各自考えた

ことを書いていきまし

た。「すると」という言

葉でつないでいくと，

行為が生む本質が見え

てきました。 

子どもの反応及び意識の高まり  

世界の中でもごみを燃

やしている割合が多く，

宮崎市も，燃やせるごみ

の量が多い意識をもたせ

ることはできましたが，

子どもの本当に考えたい

という思いにまではなり

ませんでした。 

子どもの反応及び意識の高まり 

 前時学習した「５Ｒ」の視点やこ

れまでの経験を基に，燃やせるごみ

になる前に活用できる方法を考えさ

せることで，自分たちにも何かでき

るという意識をもたせることにつな

がりました。 

エコクリーンプラザに運ばれるもので多いのは？ 
 燃やせるご

みの量が多い

のは分かるけ

ど，環境によく

ないよ，減らす

ことは？ 

 江戸の頃もみんなが考えたことをやっ

ていたんだよね。 

「どうして広まっていないのだろう？」 

周りにものがあっ

て，古くなったらす

ぐに新しいものを買

うな。大切にものを

使わないような気が

する。 

いろいろと考

えてみたけれど，

よいとは思うけ

れどちょっと面

倒で，買った方が

楽と思うなあ!？ 
子どもの反応及び意識の高まり 

 これまでの学習をとおした意識の

高まりや本時の子どもの様子から予

定した発問と違う発問にしました。 

 「広まっていないの？」と問うこ

とで，「５Ｒ」に対する意識の低さや

「ものにあふれた世の中」，「ものを

大切にしない意識」といったことに

子どもは気付くことができました。 

エコクリーンプラザ

ができて，ごみを出す

ともっていってくれる

のが，当たり前になっ

ていると思います。だ

から，あまり考えずに

捨てているところもあ

ると思います。 

だったら・・・ 

いろいろなも

のがあって，もの

のありがたさを

感じていないん

だと思うな!？ 



【分科会の記録】 

○ 授業者反省 

・ 本時は家庭生活につなぐ１時間にしたいと思っていた。 

・ 「問い」を生むことについては，事前に子どもたちが「ごみを減らさなければならない」という意識を

もっていた。「どうすれば減るのか」については，事象を提示することで確認をした。 

・ 本時は子どもたちの様子をみて発問を変えた。子どもたちは自分たちの行動がごみを減らすことに結び

つく意識をもっていた。「なぜ，世の中に（減らす行動が）広まっていないのか」と聞くことで，今の世

の中の置かれている状況を見つめていけると判断した。 

 

○ 研究協議 ワークショップ形式で行いました。（当日話し合ったもの） 

 
 

研究内容Ⅰ 「問い」が生まれてくる資料提示の工夫について 

○ 世界の話題から，身近なものへと視点が向く資料の提示となっていたのでよかったのではないか。 

○ 特に，燃やせるごみに視点が移る仕掛けとなっていたのではないか。 

● 子どもが本気で調べたいという問いになっていなかったのではないか。 

 → エコクリーンセンターにもちこまれるものの年次推移の資料 

 → 提示したものを丁寧に読み取った後に，問いを重ねていく 

 

（見えてきたこと） 

「問い」は，子どもが考えたいと思うものである必要がある。そのためには，資料が大切である。より，子

どもが身近に感じるものを用意し，「問い」をいかにもたせるのかを大切にしていく必要がある。「問い」と

はいかに子どもが考えたいと思わせるのかが大切である。 

 

 

 



研究内容Ⅱ 多角的に考察させるための発問の工夫 

○ 子どもの考えから，予定されていた発問ではないものであったが，子どもが真剣に考える「問い」になっ

ていた。 

○ より社会を見つめる「問い」になっており，社会的ジレンマとしてみることにつながっていた。 

● 子どもをどのようにみとるかが大切である。主張の中に「実感できる」とあったが，どこまで子どもたち

は「実感」できていたのか？ 

 → その時に発言や表情などで読み取れる部分はある。しかし，実感するまでには至っていないのではない

か。ノートに記述していることでみられる部分はあるが，実践につなげていくための１時間となっていた

のではないだろうか。 

 

（見えてきたこと） 

 「問い」によって，子どもの思考がさらに深まっていくことは明確である。「問い」にこだわることはこれ

からも大切である。 

 

授業・研究全般について 

○ するとステップチャートについては，参観者から好評であった。社会科でこれまで取り組んできている「思

考ツール」の活用については，今後も行っていく必要がある。 

○ 学級集団をどのようにつくっていくのかも大切である。自由に意見を言えることも大切であるが，じっく

りと考える姿も大切にしていかなければならない。 

 

【当日の板書】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



授業実践計画 
○ 指導計画（14 時間）：詳細については次頁に記載 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本時の目標 

 

 

 

○ 指導過程 

学習活動及び学習内容 教師のかかわり 

１ 社会的事象に出合い，学習問題を設定する。 

○ 宮崎市における燃やせるごみの実情 

 ・ ごみを焼却する割合 

 ・ ごみを焼却するよい点と悪い点 

 ・ 宮崎市の燃やせるごみの量の推移 

 ○ 学習問題 

 

 

 

２ 本時学習について見通しをもつ。 

○ 話合いのテーマ 

 「燃やせるごみを再分別しよう」 

 

３ 燃やせるごみの再分別について話し合う。 

○ テーマについての話合い 

 

 

 

 

 

 

 

② 意見交流 

 ○ 追加の事象提示 

  ・ 江戸時代の循環型社会の様子 

 

 

４ 細かく分別しない理由について話し合う。 

○ 細かく分別しない理由 

 

 

５ 学習のまとめを行う。 

 ○ 本時学習のまとめ 

 

 

 

 

 

○ 世界各国と宮崎市のごみの総量に占める焼却する

量の割合の比較や，ごみを焼却するよい点と悪い点

を基に，減らす努力をする必要性をもたせることで，

学習問題を設定することができるようにする。 

 

 

 

 

 

○ 宮崎市のごみ分別表を基に，燃やせるごみをもっ

と減らすことはできないかと問うことで，ごみを再

分別する視点をもつことができるようにする。 

 

○ 思考ツール｢するとステップチャート｣を利用させ

ることで，再分別することがどのようなよさにつな

がるのか明確にできるようにする。 

 

○ 各グループで作ったチャートの共通点について話

し合わせることで，ごみの量を減らすためには，ご

みを出す側の努力が必要であることに気付くことが

できるようにする。 

 

 

○ 江戸時代の循環型社会を提示し，リサイクルを促

進することがごみの量を減らすことにつながること

に改めて気付くことができるようにする。 

 

○ 燃やせるごみの量を減らせるはずなのにしていな

い理由について，次の発問を行うことで，ごみの問

題の複雑さに気付くことができるようにする。 

 

 

○ ｢ごみは一人一人の意識で変わる｣という働く人の

言葉を紹介し，これまでの自分の意識を見つめ直さ

せることで，これからのごみ処理の在り方について

自分なりの考えをもてるようにする。 

 

○ 学びの本質に向かっている子どもの姿 

  

 

 

 

 

農業に すると 

⑴ ごみについての疑問を基に単元を貫く問いをもち，学習計画を立てる。        ３時間 

⑵ ごみの収集から処理までの過程について調べる。                  ５時間 

⑶ ごみ減量のためにできることを考える。                      ３時間 

・ ごみ減量のための宮崎市の取組・・・・・・・・・・・・・・２ 

・ ごみ減量のためには・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１（本時） 

⑷ ごみの捨て方はどうあればよいかについて考える。                 ３時間 

集めるごみの種類を多く分けると，燃やせるごみの量は減るんだなあ。でも，家庭で分

ける作業が大変になるなあ。ごみの量を減らすためには，まず自分の家できまりを守って

ごみを出しているかもう一度調べてみよう。       【社会的な思考・判断・表現】 

 ごみ減量のためには分別して出すことへの意識向上が必要であることを考えることができる。 

燃やせるごみの量を減らすことはできないだろ

うか。 

 これまで以上にごみを分別することが，燃やせるごみ
の量を減らすことにつながると思います。自分の家の分
別の仕方ももう一度見直してみると，ごみの量を減らせ
るのかな。 

① グループでの話合い 

【するとステップチャート】 

 

 

 

 

 

生
ご
み 

すると 

生ごみ減 
堆
肥 

ごみを細かく分別しないのはなぜだろう。 

すると 



○ 教材分析 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
社
会
的
事
象
の
特
色
や 

相
互
の
関
連
】 

【
調
べ
る
こ
と
】
及
び
【
社
会
的
事
実
】 

【
ま
と
め
る
と
見
え
て
く
る
こ
と
】 

【単元を貫く問い】 

ごみってなんだろう！？ 

○ わたしたちの生活で出されるごみは，ごみ処理に携わる人々のおかげで衛生的に処理されてい

る。また，分別処理を行うことで，ごみの減量化に努めるだけでなく，再利用できるものは再利

用を行っている。ごみの減量化のために，さまざまな呼びかけが行われているが，一人一人の意

識に委ねられているのが実情である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ごみ処理を行うための対策や事業は，地域の人々の良

好な生活環境の維持と向上に役立っている。 

（子どもと考えたいこと） 

○ 生活者として，ごみとは

何だろうか。 

 

○ ごみ減量を行うためには

どのようなことを行ってい

く必要があるのだろうか。 

家庭におけるごみ 

○ ごみ出しの実態 

ごみを分別して決められ

た曜日に決められた場所に

出している。 

エコクリーンプラザ 

○ ごみ処理の仕方 

  集めたごみを環境に配慮し

ながら種類ごとに処理してい

る。 

○ 焼却熱の利用 

焼却時の熱エネルギーを利用

して発電を行っている。 
○ 最終処分の方法 

最終処分場に埋め立てを行っ

ている。燃やした後のかすはス

ラグにして再利用している。 

○ 働く人 

  環境に配慮して処理するた

めの工夫や努力を行っている。 

行政の取組 

○ ５Ｒごみ減量活動 
エコ大使を任命するなど，推

進活動に努めている。 

○ 使用済み油の回収 
家庭から出た使用済み油を回

収して燃料として再利用してい

る。 

○ ごみ袋の有料化 

  ごみ減量や処理費用負担軽減

のため，有料化している。 

地域の取組 

○ ごみ減量への意識改革 

家庭から出るごみの量を減ら

すための啓蒙活動やフリーマー

ケットの開催等を行っている。 

○ きまりを守りなが

ら家庭からごみを出

すことで衛生的に過

ごすことができる。一

方で，その取組には個

人差がある。 

○ 効率よくごみを集めたり，

種類別にごみを処理したり

している。 

○ 燃やした熱や残りかすを

利用するなど，環境に配慮し

た取組を行っている。 

○ 出されるごみを少なくす

るために，広報活動等の取組

を行っている。 

○ ごみ分別を広く周知する

ための地域の活動が行われ

ている。 

ごみ収集 

○ 収集の仕方 

同じ地区でも，曜日ごと

に収集するごみの種類を分

けたり，同じ種類のごみで

も地区によって収集する曜

日を分けたりして，効率よ

く収集できるようにしてい

る。 

【追加の事象提示】 

○ 世界各国のごみの焼却処理量の比較 

○ 江戸時代のごみ処理 

○ 宮崎市の燃やせるごみの量の推移 

【追究する問い１】 

家庭から出たごみはどのように処理される

のだろう？ 

【追究する問い２】 

なぜ宮崎市のごみは減ってきているのだろ

う？ 

社会的事象１ 社会的事象２ 
 

ごみの量の推移 

・ ごみの量の変化 

・ 一人あたりのごみの量 

 

家庭における調査活動 

・ ごみ袋の中身 

・ ごみを出す曜日 



○ 単元指導計画（14時間） 

段階 ねらい ○主な学習活動 ・内容 □指導上の留意点  ※評価 

 

 

 

 

生

み

出

す

⑶ 

 ものはどの時点でごみにな

るのか話し合わせることで，ご

みとは何かという「単元を貫く

問い」をもつことができる。 

 

     

〈第 1時〉 

  
 

○ ごみとは何であるか考える。 

 ・ ものはどの段階でごみとなるのか？ 

 ・ ごみとは何か？ 

【単元を貫く問い】 

 

 

□ ものの写真を提示し，どの段

階でごみになるのか話し合わ

せることで，ごみについて関心

をもてるようにする。 

※ 【関・意・態】 …ノート，発言 

ごみ箱に入っているものを

調べることをとおして，ごみと

は何か考えていくことでごみ

の処理について調べていこう

とする「問い」をもつことがで

きる。 

〈第２・３時〉 

 
 

○ 調査結果の共有を行い，話し合う。 

・ 同じごみなのに種類を分けて出しているのは？ 

【追究する問い１】 

 

 
 

□ 自宅で調べてきたことを共

有し，家庭から出されたごみは

どうなるのか問うことで，ごみ

処理について問いをもつこと

ができるようにする。 

※ 【関・意・態】 …ノート，発言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挑 

 

む 

 

⑻ 

 ごみ処理にはさまざまなル

ールによって良好な生活環境

の維持が図られていることが

分かる。 

〈第４時〉 

  
 

○ ごみ出しのルールを調べ，その理由を考える。 

 ・ ごみの種類  

・ 収集日程 

 

□ 各家庭の収集日程を地図上

に整理することで，ごみ収集を

効率的に行っていることを読

み取ることができるようにす

る。 
※ 【技能】…ノート，発言 

 ごみ処理の過程について分

かる。 

 

 

〈第５・６・７時〉 

  
 

○ エコクリーンプラザみやざきの見学を行い，ごみ処

理の仕方について調べる。 

 ・ ごみの行方  

・ 分別処理の理由 

□ エコクリーンセンターの見

学で得た情報を整理すること

で，宮崎市におけるごみ処理の

在り方について理解できるよ

うにする。 

※ 【技能／知識・理解】…ノート 

 ごみ処理にかかわる人々の

工夫が分かる。 

 

 

〈第８時〉 

 

 
 

○ エコクリーンプラザみやざきの取組を調べ，ごみ処

理にかかわる方の工夫について考える。 

 ・ ほがらか湯 ・ 発電 等 

□ ごみ焼却で生じるエネルギ

ーを生かした取組の理由につ

いて話し合わせることで，ごみ

処理にかかわる方の工夫につ

いて考えられるようにする。 
※ 【思・判・表】 …ノート，発言 

 ごみの量を減らす取組につ

いて分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

〈第９・10 時〉 

 
 

○ 宮崎市のごみの量の推移について調べる。 

 ・ ごみの量の推移 

【追究する問い２】 

 

 

 

○ 宮崎市の取組について調べる。 

 ・ ごみ袋有料化 ・ ごみ処理広域化計画 

 ・ ５Ｒごみ減量活動 

□ 宮崎市の人口とごみの量の

推移，宮崎市の取組を提示し，

ごみの量が減ってきた理由を

問うことで，意識の高まりがご

みの減量につながることにつ

いて理解できるようにする。 

※ 【知識・理解】…ノート 

 燃やせるごみを再分別する

活動をとおして，ごみと生活と

の関係について考える。 

 

 

〈第 11 時〉 

（本時）  

  
 

○ 燃やせるごみの再分別を考える。 

 ・ ごみの違い ・ 生活様式の変化 

 

□ ごみの焼却処分量の割合の

多さを基に，大量生産・大量消

費社会における資源の有効活

用について考えさせることで，

ごみ減量化への意識の向上の

大切さについて考えられるよ

うにする。 

※ 【思・判・表】…ノート 

 

 

 

生

か

す

⑶ 

 単元を貫く問いに対する答

えについて考え，意識の向上の

必要性が分かる。 

〈第 12 時〉 

 

 

○ これまでに学習したことを生かして，ごみとは何か

について自分なりの考えをまとめる。 

□ これまでの学習を基に考え

の根拠を明確にして問いに対

する答えを話し合わせること

で，意識の向上が必要であるこ

とを考えられるようにする。 

※ 【思・判・表】…ノート 

 家庭におけるごみ減量作戦

を考える。 

 

 

〈第 13・14 時〉 

  
 

○ 家庭のごみ処理の問題点を見付け，ごみ減量作戦書

を作成し，実践する。 

・ 家庭のごみ処理の問題点 

・ ごみ減量作戦書 

□ 家庭のごみ処理の問題を見

つめ，減量に向けた取組を考

え，実践につなげるようにする

ことで，廃棄物の適切な処理や

ごみ減量に努める意識を高め

られるようにする。 

※ 【関・意・態】 …ノート，発言 

 

 

ごみって何だろう!? 

これはごみ？それとも？ 

家のごみ箱にはどのようなものが入っているだろう。 

家庭から出されたごみはどのように処理されるのだ
ろう。 

エコクリーンプラザみやざきは，なぜこのような

ことをしているのだろう。 

ごみの量は増えているだろうか減っているだろうか。 

家庭から出たごみはどう処理されるのだろう。 

ごみ出しのルールが決められているのはなぜだろう。 

燃やせるごみの量を減らすことはできないだろうか。 

なぜ，宮崎市のごみの量は減ってきているのだろう。 

どのような取組を行っているのだろう。 

ごみ減量作戦を考え実践しよう。 

 

ごみって何だろう!? 


